
第４回PIERSフォーラム 参加者 55名 

「地域活性化方策と港湾技術を考える」 

 
平成 30 年 2 月 2 日（金）15:30～17:30 SCOPE 6 階会議室 

 

フォーラムの趣旨  

＜人々が海を楽しむ桟橋＞を核とする英国の海岸都市の持つ魅力を、日本の海

岸づくり、街づくりに取り入れて、地域活性化に繋げる方策を考える。 

第３回フォーラムのテーマ 

『地域活性化方策と港湾技術について考える』 

 

１．開会挨拶                PIERS 研究会会長 古土井 光昭 

２．ディスカッション 

  〇話題提供 

コーディネーター：井上 PIERS研究会副会長 

・話題１ 

港湾中長期構想に対応した港湾技術の方向  ＜配布資料＞      

・・・・・  国土交通省港湾局技術企画課 西尾 保之 技術監理室長 

・話題２                    ＜配布資料＞ 

シリーズ「英国桟橋の魅力を語る」 第 1回 ブライトン・クレブドン 

    ・・・・・            PIERS 研究会 布施谷 寛 理事 

〇会場との質疑応答・討論 

    

３．閉会挨拶                   PIERS 研究会  栢原 英郎 監事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会挨拶 

PIERS 研究会古土井会長 

 

http://www.piers.jp/news/PIERSforum04_haifu1.pdf
http://www.piers.jp/news/PIERSforum04_haifu2.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者は 55 名となりました。 

会場からは活発な意見表明をいた

だき、話題提供者との有意義な質

疑応答がありました。 

話題提供プレゼ ←西尾室長、布施谷理事↓  

PIERS 研究会栢原監事 閉会挨拶↓ 


